
持続可能な森林管理及びREDD+支援プロジェクト (F-REDD) 
本プロジェクトの目的はREDD+に係る戦略策定、実施体制構築、実施のコーディネーションの支援と森林資源情報の整

備などに係る能力の強化をはかり、それによってラオスの持続的な森林管理の促進に寄与することです。農林省森林局(M

AF-DOF)を実施機関として協力しています。 
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2019年7月末から2週間、ラオス農林省林野局とラオス国立大学の森林リモートセンシング（RS）技術者お

よび研究者計4名を対象とした森林モニタリング研修が米国メリーランド大学（UMD)で行われ、F-REDDか

らも専門家1名が参加してフォローアップを行いました。UMDはＲＳ技術を用いて毎年全球の森林減少を把

握する画期的なシステムを開発した機関であり、ラオス国においてもREL*1作成の際に、同システムにより生

成されたデータを参照しています。 

本研修では、絶えず進化し続けている森林モニタリングシステムの最新事情を学び、また同システムを

使って、実際のラオス国のデータを処理し、土地被覆の時系列変化を捉える訓練をしました。研修の内容は

とても興味深いものであり、参加者は大いに刺激を受けた様子でした。しかし、いかに最新のシステムであっ

ても、ラオス国における森林モニタリングの全てを担うことができるわけではありません。今回の研修で学

んだことをどのように応用し、活かしていくことができそうか、今回の参加者を中心に議論を進めていくこ

とを期待します。F-REDDとしても引き続きサポートしていきます。 

 
*1

 REL（参照排出レベル）：FREL/FRLとも呼ばれる、REDD+実施の成果を定量化するためのベンチマーク。 

森林モニタリング研修の様子。 UMD研修参加者と講師の集合写真。  



◆UNFCCCへ提出するセーフガード報告書の作成支援 

◆JCM-REDD+に関する調整支援 

 

成果4：ルアンプラバン県および 

ウドムサイ県のREDD+準備支援 

◆PAREDDアプローチ普及にかかる研修および活動 

◆次期乾季における森林減少モニタリングの試行にか

かる準備 

成果1：中央政府の森林セクター支援 

◆森林法改正案作成 

 

成果2：REDD+実施による 

排出削減・吸収増加量の測定支援 

◆森林区分図2019年作成支援 

 

成果3：国レベルのREDD+支援 

◆ERプログラム排出支払い契約交渉(ERPA)に必要な諸事

項の支援 

プロジェクトオフィス 

Kouvieng Street, Sisaket 
Village,  
Chanthabouli District,  
Vientiane Capital, Laos 
Tel & Fax: 021(22)2536 

プロジェクトHP 
http://www.jica.go.jp/
project/laos/018/index.html 

 

 
Oct. 
第3回国家森林インベントリ調査完了報告 

UNFCCCへ提出するセーフガード報告書の内容検討会合  

Nov. 
森林区分図2019（仮）完了報告 

M（RV）成果速報値の報告 

UNFCCCへ提出するセーフガード報告書に関する地方コン

サルテーション 

ERPA交渉会合  

Dec. 
森林サブセクター作業部会会合 

UNFCCCへ提出するセーフガード報告書に関する中央コン

サルテーション 

SilvarCarbonプログラム主催の森林劣化モニタリングワーク

ショップ 

農林省 
Ministry of 
Agriculture and 
Forestry (MAF) 

成果毎の主な活動 

コンタクト 次期四半期のイベント 

本邦研修２０１９ 

2019年9月に12日間の日程で、ラオス農林省林野局とウドムサ

イ県及び郡農林事務所から計6名の森林官が来日し、日本の森

林・林業、並びに地域資源を活用した地域振興の事例を学びまし

た。日本の森林政策を学ぶ観点から、林野庁やJICAにおいて、森

林計画制度や山村振興策、海外におけるJICAの取り組みについ

て講義を受け、さらに宮崎県と埼玉県において、林業や木材加

工、森林保護、治山治水に関する森林施業や、地域の農産品とし

てキノコや野菜栽培を推進する地域振興の取り組みを視察しま

した。 

ラオスからの参加者は、日本の山村が抱える課題がラオスの課

題と類似していること、また、それらを乗り越えようとする地域

の様々な努力や成果を見聞できたことから、自国の森林管理や

地域振興に活用すべく、熱心に講義に耳を傾け、毎回、予定時間

をオーバーするほど質問をするほど、真摯に研修に取り組んで

いました。この研修の成果を、残りのプロジェクト期間の具体的

な活動につなげていけるよう、側面支援したいと思います。 

埼玉県のマイタケ栽培農家の視察。  

宮崎県・林産物流通センターの視察   


